
夏
に
な
る
と
、

熱
中
症
で
病
院
に

運
ば
れ
た
と
の
記

事
を
良
く
見
ま
す
。

熱
中
症
で
す
が
、

一
度
（
軽
症
）
は
こ
む
ら
返
り
、
失
神
を

主
な
症
状
と
し
て
、熱
失
神
、
熱
虚
脱
、
熱

痙
攣
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。汗
で
失
わ
れ
た
水

分
と
塩
分
の
内
、
塩
分
が
補
わ
れ
な
か
っ

た
時
に
起
こ
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
度
（
中
等
症
）
は
強
い
疲
労
感
、
め

ま
い
、
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
下
痢
、

体
温
の
上
昇
が
見
ら
れ
ま
す
。
熱
疲
労
と

も
言
わ
れ
、
発
汗
で
塩
分
、
水
分
と
も
に

欠
乏
し
て
生
じ
る
循
環
不
全
の
状
態
で
す
。

対
応
を
間
違
え
る
と
重
症
に
移
行
す
る
も

の
で
す
。

三
度
（
重
症
）
は
中
枢
神
経
症
状
（
意

識
消
失
、
せ
ん
妄
、
幻
覚
、
痙
攣
、
ふ
ら

つ
き
な
ど
の
小
脳
症
状
）、
無
汗
、
直
腸
温

の
上
昇（
四
一
度
以
上
）が
主
症
状
で
す
。

熱
射
病
（heatstroke

）、
日
射
病
と
も
言

わ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
は
二
種
類
あ

り
、
古
典
的
熱
射
病
（classical:

Ｃ
型
）

と
努
力
性
熱
射
病
（exertional:

Ｅ
型
）

と
分
け
ら
れ
ま
す
。
Ｃ
型
は
高
齢
者
や
乳

幼
児
が
高
温
環
境
に
お
か
れ
た
時
に
起
こ

る
も
の
で
す
。
Ｅ
型
は
高
温
環
境
で
の
運

動
、
訓
練
な
ど
で
体
の
熱
産
生
が
放
熱
を

上
回
り
、高
体
温
で
生
じ
る
も
の
で
す
が
、

発
汗
は
保
た
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。
筋
肉

融
解
症
や
腎
不
全
、
心
不
全
な
ど
の
多
臓

障
害
を
起
こ
す
事
が
あ
り
、
集
中
治
療
室

で
の
厳
重
な
管
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

予
防
に
は
、
暑
熱
環
境
に
し
な
い
事
、

屋
外
で
の
作
業
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
際
に

は
、
水
分
の
吸
収
を
良
く
す
る
た
め
、
〇

・
一
―
〇
・
二
％
の
塩
分
と
五
％
位
の
糖
分
を

含
ん
だ
飲
み
物
（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が

便
利
で
す
）
を
十
分
摂
取
す
る
事
で
す
。

暑
熱
環
境
の
測
定
に
は
、
人
体
の
熱
収

支
に
影
響
の
大
き
い
湿
度
、輻
射
熱
、気
温

の
三
つ
を
取
り
入
れ
た
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
（
湿
球

黒
球
温
度
）
が
目
安
と
な
り
ま
す
。
屋
外

で
の
運
動
時
に
は
、
環
境
省
の
熱
中
症
予

防
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
役
立
て
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
方
に
は
ク
ー
ラ
ー
は

風
邪
を
引
く
の
で
嫌
だ
と
言
わ
れ
る
方
が

お
ら
れ
ま
す
が
、
風
邪
の
原
因
の
ほ
と
ん

ど
が
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
ク
ー
ラ
ー
は
無
関

係
で
す
。
室
内
で
も
高
温
環
境
で
は
高
齢

者
や
乳
幼
児
で
は
熱
中

症
を
起
こ
し
ま
す
。
エ

ア
コ
ン
も
夏
場
に
は
体

に
悪
い
と
思
わ
ず
、
上

手
に
使
っ
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

夏
の
季
節
の
熱
中
症
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